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古都・歴史・文化を紡ぐ 伊賀上野城下町

歴史的資源を活用した観光まちづくり

伊賀街道 広部邸

伊賀市
人権生活環境部
市民生活課
空き家対策室



古民家等再生活用事業の経緯

伊賀市の人口は減少傾向にあり、合わせて空き家も増加傾向にある

伊賀上野城下町（中心市街地）の移住が進まず、空き家化が加速

シャッター街、人通りが無い路地、城下町の賑わい喪失、観光客の減少

こうした課題をチャンスに変え、伊賀上野城下町に住む人々を元気に

空き家を有効活用することで、面的に整備を図る

空き家の減少、そして、歴史的資源の継承、伝統文化の継承、街の賑わいを…

行政と地域、事業者と連携した伊賀上野城下町ホテルを始動
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人口減少と空き家の増加

伊賀市の人口減少の推位 老年人口のうち７５歳以上の人口の推
移

世帯類型の変化

・１２年後、人口が７万人台の可能性も･･･

・ １２年後、７５歳以上人口のピークに･･･

・ 単身・核家族世帯の高齢者世帯が増加･･･

２０３０年を境に空き家化が加速
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• 総空き家数 ２，４９５戸（７．６％）
利活用可能空き家 １，３２６戸

改善することで利活用可能空き家 ７４４戸

老朽危険空き家など ４２５戸

空き家の状況（計画策定時点）

その他住宅とは、不動産事業者管理物件、二次的住宅（別荘
など）、一時的使用、建築中を除いた住宅

※全国の空き家率（その他住宅の割合）５．２％

％）

宅地/可住地面積 約1.4k㎡
空き家密度 220棟/ 1k㎡辺り

＜中心市街地＞

宅地面積 26.81k㎡
可住地面積 209.91k㎡
空き家密度 66棟/1k㎡あたり
可住地面積 8.4棟/1k㎡あたり

＜中心市街地以外＞



管理

流通

古民家等活用指針 2019.6策定
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人口維持

空き家の適正管理地域の活力増進

伊賀流空き家バンク

特定空家等の措置空き家再生事業

空き家の発生の抑制

空き家の適正管理を
促すため、助言・指導
措置命令を行う

空き家を活用し移住希望者へ
売買又は賃貸をあっせんする

空き家を活用した
地域活性化を図る
ための事業に用いる
空き家の改修支援

移住者等 所有者等
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伊賀街道 広部邸前（昼） 伊賀街道 広部邸前（夜）

伊賀上野城下町（銀座通り）

栄楽館 旧福森邸
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購買力の高い層をターゲットとして誘客
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旧福森邸（３客室）

広部邸（４客室）

栄楽館（客室３
+レストラン）

Ｃ邸（陶芸体験工房）

Ｄ邸（レストラン）

Ｅ邸（客室）

Ｆ邸（客室）
Ｇ邸（客室）

Ｍ邸（レンタルオフィス）

Ｉ邸（客室）

Ｈ邸（忍者体験道場）

Ｊ邸（組紐体験工房）

Ｋ邸（貸テナント）

Ｌ邸（貸テナント）

伊賀上野城下町ホテル開発イメージ



２０２０年オリ・パラ需要をターゲットに
第１期開発 来春ＯＰＥＮを目指す
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株式会社NOTE伊賀上野 事業スキーム

旧福森邸（個人所有）

貸付/売却

家賃/購入

株式会社NOTE伊賀上野

(株)NOTE

伊賀市内の空き家

栄楽館（伊賀市所有）

広部邸（個人所有）

伊賀市

物件所有者

個人/市など
活用相談

提案

資本金：100万円

業務内容：計画エリアの不動産管理、物件開発、

まちづくり事業等

構成メンバー案：

代表取締役 ㈱NOTE代表取締役社長

㈱NOTE エリアプロデューサー

アシスタント（伊賀市民）

※オブザーバー 伊賀市

出資/支援

・NIPPONIAブランド
・エリアマネジメント

・空き家情報集約
・所有物件の提供
・地域調整/理解

出資

・地域調整/理解
・不動産管理/物件開発

伊賀市人材(今後)

出資

金融機関

返済

融資

送客／PR

伊賀市

出資比率 10% 90% 今後の参画時に決定

宿泊・店舗・レストラン等運営事業者（サブリース先）

サブリース家賃

伊賀市連携協定先

連携
商品開発/PR
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（特定目的会社）

スケジュール
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